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ヒメタイヌビェにおける高節位分けつ穂の




過去に多少0)報告例がみられる (笠原 1932,寺沢 1935,1937,1944,小池 1942,山本 ･宮
林 1944,坂元ら 1968).とくに頂端の穂のほかに最上位の節 (穂首の次位にある節)か
ら出た穂は抱かり穂と呼ばれている.水稲にirLS節位分けつ穂かあるのであれは,他のイネ
科植物にも存在するのではないかと考えられるが,水稲以外の植物ではこのような報告例







試 写美 方 浅
海年6月上旬に その前年庫の ヒメタイヌヒェ (Echmochloacrus一gallivar･formoI
sensISOhwl)を播種し,6月下旬に5薬 15cm の幼植物を当研究所の閉場に設際した 1
区の面揖 9m2 (4.5×2m)の試験区に1株 1本ずつ移柏した.成他密度は第 1回のよう
に疎植区ては粂間 (第 1国境の方向)40cm,株間 (同園縦の方向)38cm で1区60個体
(6.7個体/m2),密柏区では粂間 30cm,探聞 28cm で1区105個体 (ll.7個体/m2)と
した.水稲との混植区では4個 (樵)のヒメタイヌビェ個体間の中央の位牌で1珠おきの
場H)Jhこ水稲 (品柾アケボノ)の幼植物 (4兼 15cm)を移植した.従って栽植密度は妹柵
の混植床 では 1区82個体 (9.1個体/m2), 軒樋の混植区では1区147個体 (16･3個体/
m2) となる.また,混摘区で前述の と}タイヌビ-と水桶の関係を逆にして 多数の水稲
の中に少数のと}タイヌビェが混植された状態の間統区も設けた.雑草のヒエは肥料費泉
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結 果 お よ び 考 察
ヒメタイヌビュお よび水稲の高節位分けつ鞄は′'jlliIに/T,-す ごときものである. ヒノタイ
プヒ`ェの前節位分けつ鰍 よ水稲の抱か り機とは迎･,て,頂端の船か ら3-5節 下からJl:.ず
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第 3表 Jl立多 高 節 位 分 け つ 組 数 別 の 胴 体 数
(1) ヒエ軌 混柵区
a 撫 肥 料 区
_ ･.二 二 正 二三二二 二 二⊥ 三 i iL三相 ~'.､●FT 無± 二 二 二























a 無 肥 料 区
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ると急速に知見が低 卜して行く型で,即 日48,49,51年はこれに紙する,第2の塑 (節







8/Ⅶ 13 18 23 282/Ⅵ止 7 j2 17 22 271/TX 6 日 16 21
第 3Lq1 9時のシはd.の変化:一昨型 (半句平均値の3半句移動平均)
8/Ⅶ 13 18 23 282/Ⅷ 7 12 17 22 271/Ⅸ 6 11 16 21
折 4回 9時の7L胤の変化:残暑型 (半句平均値の3半b)移動平均)
i:fl孝 研 究
8/Ⅶ 13 18 23 282/Ⅷ 7 12 17 22 271/Ⅸ 6 11 16 21

























ビェ7%, ヒメイヌビェ8%,(ヒメタイヌビェでは 7%), 各席頴を 平均 して 10%で,
タイヌビェかやや多いほかは礎夙による差はあまりなかった (西 1968).
高節位分けつに幽 して永松 (1952)は ヒエは高節位からの分けつが櫨めて盛んであると
し,また江原 (1951)は ヒエでは上位節の芽が庭めてひんはんに発育 して地上分けつを形
成することが注目されると述べているように, ヒ叫･こおける高節位分けつの発生は水稲に




して二段蝕が発生 しているが,と くに特定の年 (昭利45年)に多発生 した. ヒメタイ ヌヒ
エのFil]節位分けつ穂の発't:.は年による違いが大きいが,このほかに北柏条件による違い,
と くに ヒメタイヌビ-Cjqilf酬卦体肝より,イネ個体群中の ヒメタイヌビェに発生が多い.
年による発生の僅度の違いは 気象粂仇 とくに 気温の変化に よるところが 大きいとみ ら
れ, ヒメタイヌビ-の 生別 切問の7-9月の気温変化の中で 出穂 10目前 ごろの8月末か
ら9月初めの気温が 9時の気T7.Lでみて 26oC以.Lの年, G JTLIJ兄鼠で言えば 30oC以上の年
にその発生が多 くみ ちかる,
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